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おぜき栄子
鳥井やすこ

無料法律相談会毎月第1火曜日 おぜき栄子・鳥井やすこ事務所
相談される方は事前に事務所へ連絡をして下さい。

６月議会議案の賛否

六
月
議
会
報
告

ＴＥＬ090-8004-0577 ＴＥＬ090-1690-5106

議案第４０号から４８号の９議案のうち７議案に賛成し以下の２議案
に反対しました。反対した理由は以下の通りです。

会期は、５月２７日から６月２１日でした。
主な議案
①市長専決処分
（国保税の限度額の引き上げとあがた駅北産業

団地用地取得の変更など）を２７日に即決
②斎場工事請負契約
③子ども医療費助成条例改正
④会議保険条例の改正
⑤国民健康保険条例改正
⑥一般会計予算補正予算

おぜき 鳥井

第４０号
市長専決処分事項承認について
・市税条例等の改正に関する専決処分 × ×

第４１号
財産の取得の変更について・（仮称）あがた駅北産業団地
開発事業用地の取得の変更 〇 〇

第４２号
 工事請負契約について
（斎場火葬棟・待合棟１建築工事） 〇 〇

第４３号
工事請負契約について
（斎場火葬棟・待合棟１電気設備工事） 〇 〇

第４４号
工事請負契約について
（斎場火葬棟・待合棟１機械設備工事） 〇 〇

第４５号 令和４年度足利市一般会計補正予算（第１号） × ×
第４６号 介護保険条例の一部を改正する条例の改正 〇 〇
第４７号 こども医療費助成条例の改正 〇 〇
第４８号 国民健康保険条例の一部を改正する条例の改正 〇 〇

議案
議案賛否

内　　容

議案第４５号
「令和4年度足利市一般会計補正予算(第１号) 」
反対する理由は、２つあります。
①商工業振興費にポイント付与によりキャッシュレス決済を
推進するための費用１億４千万円が計上されているが、対応
できる市内の事業者数について明確な見通しがないこと。ま
た、恩恵を受けることができる市民がキャッシュレス決済に慣
れた方に限定されてしまうこと。
②買い物をすることで生じるメリットは消費する資産の少ない
方に取っては、魅力のない対策となってしまう点が予算の使
い方として望ましくない。

新型コロナウイルス感染症対応臨時交付金としての目的や
現状の物価高騰への対応として、行政が行うべきは２０２０年
にも実施した水道料金の基本料金の減免や、材料費が高騰
する学校給食への材料費の補填などのように、市民の生活
の苦難を軽減し、特に手続きや情報収集能力等の差による
不公平が発生しない施策とすることが望ましい。

議案第４０号
市長専決処分承認事項の、２つの点を不承認とする。
①２０２１年は、コロナ禍で固定資産税・都市計画税の事業
収入が前年度より減収の場合、減免措置がありました。今
年度はありません。経営困難な事業所への固定資産税・都
市計画税などの減免措置を引き続き、国に行うように働き
かけかけるべきではないか。また、対象地は限定的だがｺﾛ
ﾅ禍で対策を講じる必要があるのではないか。
②国民健康保険税の課税限度額の見直しで基礎課税額
に係る課税限度額を2万円、後期高齢者支援金等課税額
を1万円それぞれ引き上げ、合計の限度額を１０２万円にす
るものです。１０年前の２０１２年の限度額は７３万円で、２９
万円もの引き上げとなる。

20億円を超える基金から繰り入れを行えば負担を軽減す
ることは可能です。高すぎる国保会計に対して全国知事会、
市長会も求めている１兆円規模の公費投入を行うこと、

鳥
井
や
す
こ
の
一
般
質
問

１
．
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策

①
感
染
症
対
策

鳥
井
：栃
木
県
に
お
け
る
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
警

戒
レ
ベ
ル
は
、
現
在
レ
ベ
ル
2
と

さ
れ
て
い
る
が
、
レ
ベ
ル
を
判
断

す
る
指
標
の
う
ち
、
直
近
１
週

間
の
検
査
陽
性
率
と
人
口
10

万
人
あ
た
り
の
新
規
感
染
者

数
の
２
項
目
に
つ
い
て
は
、
レ
ベ

ル
3
以
上
の
状
況
が
5
か
月

近
く
継
続
し
て
い
る
。
県
の
判

断
の
甘
さ
が
同
感
染
症
の
収

束
を
遅
ら
せ
て
い
る
と
考
え
ら

れ
る
が
、
本
市
独
自
の
対
応
を

追
加
す
る
こ
と
に
よ
り
、
新
規

感
染
者
の
発
生
を
抑
制
す
る

こ
と
が
必
要
と
考
え
る
が
市

長
の
所
見
を
聞
き
た
い
。

市
長
：
栃
木
県
内
の
検
査
陽

性
率
は
１
月
中
旬
よ
り
高
止

ま
り
が
続
き
、
警
戒
度
レ
ベ
ル

３
相
当
で
推
移
し
て
き
た
。
そ

の
反
面
、
重
症
病
床
使
用
率

は
、
警
戒
度
レ
ベ
ル
１
相
当
の

低
い
水
準
で
推
移
し
て
き
て
お

り
、
大
型
連
休
以
降
も
本
市

を
含
め
た
新
規
感
染
者
数
は

減
少
に
転
じ
て
い
る
こ
と
か
ら

直
近
で
は
警
戒
度
レ
ベ
ル
２
を

維
持
し
て
い
る
。
今
後
の
感
染

再
拡
大
を
防
止
す
る
た
め
の

対
策
と
し
て
、
ワ
ク
チ
ン
・
検
査

パ
ッ
ケ
ー
ジ
利
用
時
等
の
無
料

Ｐ
Ｃ
Ｒ
等
検
査
の
実
施
期
間
を

６
月
末
ま
で
延
長
し
て
い
る
。

適
切
な
周
知
を
図
り
、
利
用

者
の
利
便
性
向
上
と
必
要
な

方
へ
の
検
査
機
会
の
確
保
に
努

め
て
い
く
。

②
感
染
者
へ
の
フ
ォ
ロ
ー

鳥
井
：
感
染
者
の
個
人
情
報

は
、
県
か
ら
ど
の
程
度
伝
達

さ
れ
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
自

宅
療
養
者
等
へ
の
日
常
生
活

用
品
の
配
布
事
業
以
外
に
も

感
染
者
へ
の
フ
ォ
ロ
ー
等
に
つ
い

て
は
、
県
で
は
な
く
市
町
村
が

対
応
す
る
こ
と
が
現
実
的
と

考
え
る
が
、
本
市
の
対
応
状

況
や
今
後
の
計
画
に
つ
い
て
聞

き
た
い
。

当
局
：
昨
年
12
月
に
栃
木
県

と
覚
書
を
締
結
し
、
災
害
時

の
適
切
な
避
難
及
び
自
宅
療

養
中
の
日
常
生
活
の
支
援
に

必
要
な
場
合
に
、
自
宅
療
養

者
の
個
人
情
報
の
提
供
を
受

け
て
い
る
。

日
常
生
活
の
支
援
と
し
て
、

体
調
管
理
等
の
ポ
イ
ン
ト
や

日
常
生
活
用
品
の
配
布
事
業

相
談
窓
口
を
掲
載
し
た
「
自

宅
療
養
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」
を
対

象
者
に
送
付
し
て
い
る
。

本
市
と
し
て
は
、
後
遺
症
に

よ
り
フ
ォ
ロ
ー
を
必
要
と
す
る

方
を
把
握
す
る
こ
と
が
困
難

な
状
況
か
ら
、
県
の
医
療
体

制
が
構
築
さ
れ
次
第
、
後
遺

症
で
苦
慮
し
て
い
る
方
が
適

切
に
受
診
で
き
る
よ
う
、
「
あ

し
か
が
み
」や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
を
活
用
し
、
周
知

を
図
っ
て
い
く
。

国保にしかない、赤ちゃんや子ど
もからも税を取る均等割や世帯割
の廃止などの制度改革を早急に
図るべきです。何より、国保税の限
度額は宇都宮市を含む４市がす
べて９９万円となっている中で、足
利市が急いで３万円引き上げ、１０
２万円に引き上げるべきではありま
せん。



①
早
期
発
見
、

早
期
治
療
の
た
め
に

お
ぜ
き
：県
民
だ
よ
り
6
月
号

（（新
聞
折
込
）、
市
の
広
報
紙

「
あ
し
か
が
み
」
5
月
号
な
ど
に

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
な
ど
に
対

応
す
る
相
談
セ
ン
タ
ー
（
Ｑ
Ｒ
コ

ー
ド
）
、
救
急
告
示
病
院
な
ど

の
医
療
機
関
の
掲
載
が
な
い
。

保
存
版
を
発
行
し
、
周
知
徹
底

を
図
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

当
局
：
県
民
だ
よ
り
に
毎
号
掲

載
、
あ
し
か
が
み
等
広
報
に
つ

い
て
は
、
今
後
掲
載
を
検
討
す

る
。

お
ぜ
き
：
診
療
時
間
が
終
了
し

た
夕
方
に
発
熱
な
ど
の
症
状
で

医
療
機
関
受
診
ま
で
に
時
間

を
要
し
た
市
民
が
い
ま
す
。
県

内
の
宇
都
宮
市
を
は
じ
め
11
市

で
内
科
・
小
児
科
の
休
日
夜
間

急
患
診
療
所
を
開
設
。
そ
の
う

ち
足
利
市
だ
け
、
夜
間
を
休
診

し
て
い
る
。
再
開
で
き
な
い
の
か

当
局
：
夜
間
診
療
の
補
完
と
し

て
、
医
療
機
関(

20
時
～
22
時
）

で
市
民
の
夜
間
診
療
の
機
会
確

保
を
し
て
い
る
。
コ
ロ
ナ
の
感
染

者
は
、
5
月
に
入
っ
て
、
低
位
で

推
移
。
今
後
の
休
日
夜
間
急
患

診
療
所
の
夜
間
の
開
設
は
、
医

師
会
と
協
議
す
る
。

２
．
生
活
保
護
申
請
に
つ
い
て

①
自
動
車
の
保
有

２
．
「
子
育
て
す
る
な
ら

足
利
市
」と
な
る
た
め
に

①
足
利
市
保
育
所
等

整
備
後
期
計
画

３
．
市
民
の
暮
ら
し
と
、

事
業
者
の
営
業
を
守
る

た
め
に

お
ぜ
き
栄
子
の
一
般
質
問

１
．
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策

鳥
井
：
生
活
保
護
の
申
請
に
あ
た

っ
て
は
早
期
の
自
立
を
可
能
と
す

る
た
め
、
再
就
職
の
求
職
活
動
に

用
い
る
自
動
車
を
6
か
月
程
度
保

有
し
続
け
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
て

い
る
。
一
方
で
自
動
車
の
保
有
を

容
認
し
な
が
ら
も
使
用
を
制
限

す
る
ケ
ー
ス
が
あ
り
、
こ
れ
は
自

立
の
妨
げ
と
な
っ
て
い
る
。
厚
生
労

働
省
の
意
図
を
曲
解
し
て
い
る
お

そ
れ
が
あ
る
と
思
う
が
、
使
用
を

制
限
す
る
根
拠
を
示
さ
れ
た
い

当
局
：
公
共
交
通
機
関
の
利
用
が

著
し
く
困
難
な
地
域
に
お
い
て
例

外
的
に
保
有
が
認
め
ら
れ
て
い
る

国
は
、
日
常
生
活
の
た
め
の
自
動

車
の
保
有
及
び
使
用
を
認
め
て
い

な
い
。
国
の
制
度
に
基
づ
き
、
引
き

続
き
適
正
な
保
護
の
実
施
に
努
め

、
丁
寧
な
対
応
と
適
切
な
支
援
を

行
っ
て
い
く
。

②
扶
養
照
会

鳥
井
：
生
活
保
護
申
請
時
に
申
請

者
が
扶
養
照
会
を
拒
ん
で
い
る
場

合
は
、
そ
の
理
由
を
丁
寧
に
聞
き

取
り
、
扶
養
義
務
履
行
が
期
待
で

き
な
い
者
に
該
当
す
る
か
否
か
検

討
を
行
う
べ
き
と
扶
養
照
会
を
必

須
と
し
な
い
こ
と
が
厚
労
省
か
ら

通
知
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
申
請

者
の
意
思
に
反
し
て
、
何
度
も
扶

養
照
会
に
同
意
す
る
よ
う
無
理

強
い
す
る
事
例
が
発
生
し
て
い
る

が
、
現
状
は
ど
う
か
。

当
局
：
申
請
者
が
扶
養
照
会
を
拒

ん
で
い
る
場
合
は
、
そ
の
理
由
に
つ

い
て
特
に
丁
寧
に
聞
き
取
り
を
行

っ
た
結
果
に
基
づ
き
、
扶
養
義
務

履
行
が
期
待
で
き
な
い
者
に
該
当

す
る
か
否
か
と
い
う
観
点
か
ら
福

祉
事
務
所
内
で
検
討
を
行
い
、
適

切
に
対
応
し
て
い
る
。

①
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス

感
染
症
の
影
響

鳥
井
：新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
に
よ
り
、
小
中
学
校

に
お
い
て
学
級
閉
鎖
や
学
年
閉

鎖
が
相
次
い
で
お
り
、
学
校
給
食

の
食
材
ロ
ス
が
発
生
し
て
い
る
と

考
え
ら
れ
る
が
、
状
況
を
聞
き

た
い
。
ま
た
、
食
材
の
納
入
業
者

に
負
担
が
生
じ
て
い
な
い
の
か
。

当
局
：新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
に
よ
る
学
級
閉
鎖
等
の
急
な

対
応
に
備
え
、
学
校
や
学
校
給

食
の
食
品
納
入
事
業
者
と
の
連

絡
を
密
に
す
る
な
ど
、
無
駄
の
な

い
速
や
か
な
対
応
が
で
き
る
食

材
の
管
理
体
制
に
努
め
て
い
る
。

３
．
学
校
給
食
に
つ
い
て

②
給
食
の
食
材
費

高
騰
へ
の
対
応

鳥
井
：ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ

へ
の
軍
事
侵
攻
や
、
円
安
の
影
響

に
よ
る
食
料
品
の
価
格
高
騰
が

進
ん
で
お
り
、
学
校
給
食
の
材

料
費
に
、
変
化
が
生
じ
て
い
る
と

考
え
ら
れ
る
が
、
状
況
を
聞
き

た
い
。

当
局
：
栄
養
の
摂
取
と
バ
ラ
ン
ス

を
十
分
に
確
保
し
な
が
ら
、
給

食
献
立
・
メ
ニ
ュ
ー
の
工
夫
を
図

る
こ
と
な
ど
に
よ
っ
て
、
食
材
費

用
が
増
加
し
な
い
よ
う
努
め
て
い

る
。
そ
う
し
た
結
果
、
今
年
４
月

の
食
材
費
は
、
前
年
同
月
と
比
べ

、
約
３
％
の
上
昇
に
抑
え
ら
れ
て

い
る
。
今
後
の
食
材
価
格
の
動
向

は
不
透
明
で
あ
り
、
学
校
給
食
へ

の
影
響
は
予
測
が
難
し
い
と
こ
ろ

だ
が
、
児
童
生
徒
の
栄
養
バ
ラ
ン

ス
を
第
一
に
考
え
、
安
全
安
心

な
給
食
の
提
供
に
努
め
て
ま
い
り

た
い
。

お
ぜ
き
：
同
計
画
の
原
案
に
対

す
る
公
立
保
育
所
１
０
か
所
の

保
護
者
説
明
会
が
５
会
場
で
行

わ
れ
た
。
出
席
率
２
５
％
で
、
保

護
者
の
理
解
は
十
分
得
ら
れ
た

と
考
え
る
の
か
。

当
局
：
保
護
者
説
明
会
に
加
え

各
保
育
所
長
か
ら
送
迎
時
に

資
料
配
布
し
、
多
く
の
保
護
者

か
ら
理
解
を
得
て
い
る
。

お
ぜ
き
：
同
説
明
会
で
、
「
若
い

人
の
移
住
を
進
め
る
ブ
レ
ー
キ

に
な
ら
な
い
か
」
、
「
公
立
保
育

所
を
希
望
し
て
も
入
れ
な
い
」

と
市
の
姿
勢
に
疑
問
の
声
や
公

立
保
育
所
を
望
む
声
が
上
が
っ

て
い
る
が
ど
う
考
え
る
の
か
。

当
局
：
民
間
保
育
所
の
受
け
皿

は
十
分
確
保
さ
れ
て
い
る
。
継

続
す
る
公
立
保
育
所
は
、
保
育

に
加
え
、
子
育
て
支
援
の
拠
点

と
し
て
多
様
な
機
能
の
充
実
を

図
る
。

お
ぜ
き
：
同
説
明
会
で
み
な
み

保
育
所
の
用
途
転
用
に
つ
い
て
「

保
育
の
ニ
ー
ズ
が
十
分
あ
る
の

に
閉
所
と
な
る
計
画
は
理
解
し

が
た
い
」
な
ど
と
用
途
転
用
へ
の

厳
し
い
意
見
が
出
た
が
ど
う
考

え
る
か
。

当
局
：
同
地
域
に
は
民
間
保
育

所
が
複
数
あ
る
こ
と
か
ら
、
子

育
て
支
援
の
拠
点
と
し
て
18
歳

ま
で
利
用
で
き
る
地
域
の
子
ど

も
た
ち
の
健
全
育
成
を
支
え
る

機
能
を
充
実
さ
せ
る
。

お
ぜ
き
：羽
刈
保
育
所
は
、
令
和

９
年
に
民
営
化
す
る
が
築
年
数

４
０
年
、
き
た
保
育
所
は
令
和
１

２
年
、
築
年
数
は
４
７
年
と
な
っ

て
い
る
。
羽
刈
を
先
に
行
う
理

由
は
何
か
。

当
局
：
き
た
保
育
所
は
、
4
年

間
の
入
所
制
限
と
閉
所
を
経
て

民
営
化
。
羽
刈
保
育
所
は
、
近

隣
に
児
童
を
受
け
入
れ
る
他
の

保
育
施
設
が
な
い
こ
と
か
ら
、

入
所
制
限
を
行
わ
な
い
手
法
を

と
る
た
め
に
先
に
羽
刈
保
育
所

が
民
営
化
と
な
る
。

お
ぜ
き
：
公
立
保
育
所
を
3
か

所
に
減
ら
す
計
画
は
、
不
十
分

な
施
策
で
は
な
い
か
。

市
長
：
同
計
画
の
目
的
は
、
保

育
の
供
給
過
剰
な
状
態
を
適
正

に
す
る
。
供
給
過
剰
な
状
態
を

放
置
し
、
市
場
原
理
に
委
ね
た

ま
ま
に
し
ま
す
と
経
営
的
な
採

算
を
考
慮
す
る
必
要
の
な
い
公

立
保
育
所
は
安
泰
、
民
間
は
定

員
割
れ
が
続
け
ば
、
経
営
困
難

と
な
り
、
廃
園
の
可
能
性
も
出

て
く
る
。
本
市
の
保
育
を
安
定

的
に
継
続
し
て
い
く
た
め
に
は
、

今
回
の
計
画
が
必
要
で
あ
る
。

お
ぜ
き
：
国
は
4
月
26
日
に
策

定
し
た
「原
油
価
格
・物
価
高
騰

等
総
合
緊
急
対
策
」
を
打
ち
出

し
て
い
る
。
地
方
創
生
臨
時
交

付
金
の
創
設
が
見
込
ま
れ
る
。

自
治
体
と
し
て
、
価
格
高
騰
に

悲
鳴
を
あ
げ
る
自
営
業
者
や
市

民
へ
の
対
策
を
講
じ
て
い
く
必
要

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

市
長
：
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
は
、

収
束
が
見
込
め
な
い
も
の
の
減

少
傾
向
、
適
切
な
感
染
症
対
策

を
講
じ
な
が
ら
、
社
会
経
済
活

動
の
後
押
し
と
な
る
よ
う
に
、

必
要
な
人
に
必
要
な
支
援
が
届

け
ら
れ
る
よ
う
に
ス
ピ
ー
ド
感

を
も
っ
て
対
応
し
た
い
。

①
物
価
高
騰
対
策

子
育
て
支
援
等
の
施
策
を
重

ね
、
子
ど
も
を
増
や
す
努
力

が
必
要
で
あ
る
こ
と
。
鹿
沼
市

の
公
立
保
育
園
は
８
か
所
（
1

か
所
休
園
）。
人
口
規
模
１
．
５

倍
の
足
利
市
で
な
ぜ
、
５
か
所

の
公
立
保
育
所
を
廃
止
し
、
２

か
所
を
民
営
化
す
る
の
か
。
同

計
画
で
２
０
２
２
年
10
月
か
ら

の
入
所
制
限
は
時
期
尚
早
と

指
摘
し
、
十
分
な
議
論
を
す

る
こ
と
を
求
め
ま
し
た
。

国
は
、
生
活
者
、
事
業
者
の
電

気
、
ガ
ス
料
金
を
含
む
公
共
料

金
の
負
担
軽
減
及
び
経
営
支

援
を
提
案
。
千
葉
県
の
鋸
南
町

は
、
水
道
料
金
3
か
月
分
免
除

の
補
正
予
算
を
提
出
。
水
道
料

金
な
ど
足
利
市
も
前
倒
し
で
、

必
要
な
対
策
を
市
独
自
の
補

填
を
し
て
急
い
で
進
め
る
こ
と

を
求
め
ま
し
た
。

＊受診・ワクチン
相談センター

０５７０－０５２－０９２
＊足利市救急告示病院
①足利赤十字病院
②今井病院
③足利第1病院
④本庄記念病院
⑤皆川病院
＊夜間診療・吉田醫院
診療日 月、火、金，土、日
診療時間 午後8時～10時
ＴＥＬ 0284-22-7661

・すべて事前に電話


